
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和７年１月６日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和７年１月６日（月）午後13時45分～ 本庁舎4階大委員会室 

２ 出席者 

企画政策課長 村越 企画政策課 齋藤主査補 

３ 件名 

白井市第3次教育大綱（素案）について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

■ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・④基本理念の輪の部分について、「その他教育に携わる全ての団体」とある一方で

「企業」については、“教育に関わる”という文言がない。もう少し具体的に付け加

えられれば良いのではないか。 

→例えば「教育に携わる企業」としてしまうと門戸が狭まってしまう。市内外のあらゆ

る白井市に関わる主体を含めて“オール白井”で教育を推進するという理念のため、

あえて具体的には記載していない。現に放課後子ども教室において、あらゆる分野の

企業が特別教室を実施している。 

 文言の整合性を図る必要があるとの指摘を踏まえ、適切な文言を検討する。 

 

・総合計画基本構想の６つの目指すまちづくりのどれかに紐づいている位置づけとなる

ものか。 

→６つの目指すまちに紐づいた内容ではあるが、特定のまちに紐づいているのではな

く、同じ理念のもとで考えているため、結果的に６つの目指すまちのいずれかに該当

するようになっている。 

 

・⑤基本方針について前回は4つ方針がありそれぞれ、【学校教育】【家庭教育】【社

会教育】【生涯学習】として方針が示されていたが、この度の方針は分野横断的視点

の下、あえてジャンル分けせずに方針を３つ策定したという解釈でよいか。 

→お見込みのとおり。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その２（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

計画の概要

論点（決定を要
する事項）

部内会議や関
係課等との調整
結果（主な意
見・懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

付議書公表■ □ □ □ （

案件提出
事由

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー

①市政運営の基本的な方針（規程第4条第2項第1号）
ア　市政経営に関する事項

参考情報

目的 その他 手段 その他年代 全ての年代 場所 市内全域

白井市第3次教育大綱（素案）について

第3次教育大綱の役割
　市の教育振興に関する基本的な方針を定めたもので、現在策定中の「白井市第６次
総合計画」との整合を図りながら、市が目指すべき教育の理念や方針、施策の基軸とし
て示すもの。
　
計画期間
令和８年４月１日～令和１３年３月３１日

体系と各項目の位置づけ
①策定の趣旨
②対象期間
③位置づけ
④基本理念
⑤基本方針
⑥施策の推進

詳細は別紙1のとおり。

白井市第3次教育大綱（素案）の可否について

令和 7 1 6

付議書（行政経営戦略会議）

部課名 企画財政部企画政策課

12月4日（水）　第２回総合教育会議……教育大綱（素案）について

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

３月上旬から下旬……パブリックコメント
５月上旬　　第３回総合教育会議……教育大綱（案）について
６月～７月　議員全員運営協議会　教育大綱（報告）

無

有 行政運営報告　１月 広報・ＨＰ等 有 ２月広報　HP掲載

無 報道発表
今後の

スケジュール

千円 （うち特定財源 千円）

有 パブリックコメント３月上旬から下旬

公開 非公開 部分非 時限非 まで）



白井市第3次教育大綱素案について



教育大綱とは

学校教育のみならず生涯学習を含めた学びの方針
を示したもの



教育大綱の位置づけ

各分野 基幹計画

都市・交通

行財政

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

基
本
計
画

基
本
構
想

健康・福祉

学習・教育

産業・雇用

環境・自然

地域・安心

行政経営指針

地域福祉計画

教育大綱

産業振興計画

環境基本計画

コミュニティ基本方針

都市マスタープラン

教育大綱は学習・教育分野の基幹計画に位置し、
総合計画の下に紐づいている

総合計画

つまり、総合計画の方針に
沿った教育大綱が必要

here



総合計画の構成

総合計画の方針は
基本構想に記載している



第６次基本構想（素案）の構成

書かれていること

これらを踏まえて第3次教育大綱を策定

「挑戦」「守り」
「共有」「分野横断」
「連携・協働」

豊かさと幸せを実感
白井市の最大の目的

目的を達成するために
必要なこと



第3次教育大綱素案のポイント



第3次大綱の項目

①策定の趣旨
②対象期間
③位置づけ
④基本理念
⑤基本方針
⑥施策の推進

項目について

項目は前回計画と変更なし

④基本理念
⑤基本方針の変更有

※他は数値等軽微な変更



基本理念の変更点

今回

前回

全体
赤枠の部分が変更箇所



基本理念の変更点 スローガン
関わるみんなも白井の仲間を追加

市外にある大学や企業との産官学連携

市外に住みつつも白井市で活動する方
「オール白井」

含めて



基本理念の変更点 輪のところ

産官学連携の「産」の部分を強調する
ために企業を追加

前回大綱の「関係機関」が抽象的
だったため、より具体的に記載

学校間での連携を強調するために
前回大綱の「学校」を細分化して記載



基本方針の変更点 全体 方針数 4つ→3つに変更

今回前回



基本方針の変更点 方針１

基本構想の「挑戦」と「守り」を意識

未来を守るために自ら学び、新しい未来へ挑戦する



基本方針の変更点 方針２

基本構想の「連携・協働」「共有」「分野横断」を意識

様々な分野の主体と連携・協働し、人材などを共有しながら
ともに学びに関する課題を解決していく



多様な学ぶ機会の提供 一例



過去の取組の様子（写真は第２小）

×白井市

×白井市
グリーンロケッツ

食育講座の様子

ラグビー教室



基本方針の変更点 方針３

基本構想の「共有」を意識

学校開放など、空間を共有し、生涯学習に役立てていく。

学びが人生100年時代を健康的に生き抜くために重要と捉える



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 白 井 市 教 育 大 綱  
令 和 ● 年 ● 月 策 定  

〒 270-1492 
千 葉 県 白 井 市 復 1123 
電 話  047-492-1111 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

白白井井市市第第 33 次次教教育育大大綱綱  

  （素案） 

 

 

 
 

令和●年●月 

白井市 



 

はじめに 

  白井市は、都心に近く、みどり豊かで良好な住宅地とともに、農業・工業・商業

がバランス良く備わった、魅力あふれるまちです。 

  この魅力あふれる白井を次世代に残すために、「真の市民自治」の実現と、「も

っと子育て教育のまち」として子育て世代が魅力を感じられる学校づくりを目

指してまいりました。 

  これからも、より魅力を感じられる教育を目指すために、目まぐるしく変化

する時代を生き抜き、様々な社会問題に立ち向かうための力の育成や、人生１

００年時代を生き生きと暮らすための学べる環境の整備など、様々な学びを、

市民のみならず、白井に関わる人みんなで、『オール白井』のもと連携・協働に

より、みんなで支え合いながら「もっと子育て教育のまち」を目指してまいり

ます。 

白井市⾧ 笠井 喜久雄 

 
 
1 策 定 の 趣 旨  

平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 施 行 「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 」の 改 正 に 基 づ き 、市 ⾧ と 教 育 委 員 会 が 協 議・調 整 を 尽 く し 、市 ⾧ が

白 井 市 の 教 育 振 興 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 を 定 め て い ま す 。  

 
２  対 象 期 間  

「 白 井 市 第 ６ 次 総 合 計 画 前 期 基 本 計 画 」に 併 せ 、令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日

か ら 令 和 １ ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と し て い ま す 。  

 

3 位 置 づ け  

   「 白 井 市 第 ６ 次 総 合 計 画 」と の 整 合 を 図 り な が ら 、白 井 市 が 目 指 す べ

き 教 育 の 理 念 や 方 針 、 施 策 の 基 軸 と し て 位 置 づ け て い ま す 。  

 

“オ ー ル 白 井 ”で 高 め る 『 し ろ い の 教 育 』 

関 わ る み ん な も 白 井 の 仲 間  

４  基 本 理 念  
 

 

 

 

 

 

 

５  基 本 方 針  

  方 針 １  育 て ま す 。 未 来 を 切 り 拓 き 生 き 抜 く 力  

       変 化 の 激 し い 時 代 の 中 、 児 童 生 徒 一 人 一 人 が 夢 と 志 を 持

っ て 、 た く ま し く 社 会 を 生 き る た め に 、 子 ど も の 人 権 を 守

り 意 見 を 尊 重 し つ つ 、 主 体 的 に 学 び 続 け る 力 、 豊 か な 心 、

健 や か な 体 を バ ラ ン ス よ く 身 に 付 け ら れ る 教 育 を 基 盤 と し

た 「 未 来 を 切 り 拓 き 生 き 抜 く 力 」 を 育 て ま す 。  

 

方 針 ２  進 め ま す 。 み ん な で 支 え 合 う 仕 組 み  

       家 庭 ・ 地 域 ・ 学 校 ・ 行 政 ・ 大 学 ・ 民 間 事 業 者 な ど と 連 携

す る こ と で 、 多 様 な 学 ぶ 機 会 の 提 供 や 、 家 庭 に お け る 教 育

の 向 上 支 援 な ど 、 様 々 な 課 題 を 共 有 し て 解 決 す る 「 み ん な

で 支 え 合 う 仕 組 み 」 を 進 め ま す 。  

   

方 針 ３  応 援 し ま す 。 生 涯 学 べ る 環 境 づ く り  

         安 全 安 心 な 学 び の 場 を み ん な で 共 有 し な が ら 、 生 涯 に わ

た り だ れ も が 健 康 で 心 豊 か な 生 活 を 送 る た め 、 文 化 、 ス ポ

ー ツ に 親 し み 、 生 き が い を 感 じ な が ら 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 を

歩 む こ と が で き る「 生 涯 学 べ る 環 境 づ く り 」を 応 援 し ま す 。  

 

６  大 綱 の 推 進  

基 本 理 念 に 基 づ い た 各 方 針 は 「 白 井 市 教 育 振 興 基 本 計 画 」（ 令 和 ８

年 ４ 月 １ 日 施 行 ） に よ り 推 進 し ま す 。  

家 庭  

幼 稚 園・保 育 園  

小 中 学 校  

地 域  

教 育 委 員 会  

市 役 所  

企 業  

高 校 ・ 大 学 ・ 専 門 学 校  

そ の 他 関 わ る  

全 て の 機 関・団 体  


